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古典的構造はカオスを示 し,規則性がない｡しかし,実験によると周期が

TL,- (I/- ∂L/)Tc

(Tc :サイクロトロン周期, I/-1,2,- )

で表される古典周期軌道群に関係 した共鳴が観測されている｡Mainたちはこの軌道群 を調和

振動子と1次元ケプラー運動のおりなす 2次元周期運動 と理解し,欠損数 ∂〝を現象論的に導

入 した｡我々は,彼らのmodelを拡張 して,断熱近似に基づき欠損数 ∂L/を自然に導入 し,

その値を解析的に算出する｡
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11･NaBr一KBr混晶における自己束縛励起子

小 坂 英 男

Fig･1は9種類のアルカリノ､ライ ド結晶について,今までに知 られている固有発光帯 (7E,

0,Ex等 )と各々に対する励起スペクトルを模式的に措いたものである.このような図にも
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Figl. 4. 2Kでの帯間励起における､ アルカリハライドの

発光 スペク トル (左側)と励起スペク トル (右伽)｡
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とずいて,アルカリ′､ライ ド結晶の自己束縛励起子発光 (STE発光 )を統一的に理解 しようと

すると,いくつかの疑問につきあたるOその一つに,NhBrとNaIの STE発光の特異性が挙

げられる.これらの結晶においては Fig.1を見てわかるように,発光帯は 7Fと名付けてある

もの 1本 しか観測されず,その発光 ピークもKBrーなど他の系の ,E発光 とは非常に異なったス

ペク トル域に位置 している｡本研究ではこのような特異性の原因について調べるため,NaBr

とKBr及びその混晶について,発光寿命 ･発光スペクトル ･励起スペクトルを測定した｡

実験結果を以下にまとめる｡

(9 発光寿命測定の結果,NaBrの打発光には従来知 られていた三重項成分に加えて,KBrの

q発光と同程度の時定数をもつ一重項的成分の共存する事がわかった｡NaIの万発光につい

ても同様の状況が兄いだされたのに対 し,KBr等の万発光は従来通 り三重項成分のみである

ことが確認出来た｡

㊥ NaBr-KBr混晶で濃度を変化 させたところ,NaBrの打発光帯は嘩Brのq発光帯に至る

までスペクトル形状を保存 したまま連続的につながることがわかった｡これに対 してKBr

の76発光帯はNaの低濃度領域で強度が小さくなり,これと入れ替わりにその高エネルギー

側に新たな発光帯の現われることがわかった｡

④ さらに,濃度の変化に伴って一重項成分と三重項成分の強度比がNaBrの打発光からKBr

の q発光-と連続的に変わることがわかった.

以上の事実は,寿命特性の著しい違いにもかかわらずNaBrの 7C発光帯がKBrのo発光帯

と同一の起源であることを示唆している｡

12. 反応拡散系のdefectを持っパターン

竹 田 淳

超臨界 Hopf分岐近傍での反応拡散系の振舞を,特にdefectを持つパターンに焦点をあて

て調べた｡

臨界点近傍での反応拡散系は,次の複素 GL(Gnsburg-Landau)方塩式で近似的に記述す

ることが出来る｡

器 -W･ (1+icュ)∇2W- (/1+ic2)困 2W

ー 111-


